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28 CIRAS Discussion Paper No.95 ૷͍ͱنൣ̏ʕʮ఻౷ʯͱʮφショφϧʯΛ໰͍௚͢
人の場合は、カメラマンにお金を払って、何時間も
着物を着た写真を撮ってもらうのがかなり一般的に
なっていて、日本に行くときは、みんなフリーのカメ
ラマンと約束して、指定した場所に集合して写真を
撮ってもらうのです。私もとても気になっていると
ころですが、おもしろいなと思います。
খܗ　プラスして言うと、最近おもしろいなと思う
のは、もはや日本の和服でさえなく古い中国の、唐の
時代の服を着て歩いている人がいるんです。それは
すごいなと思っていて……。
ཱུ　それは最近のトレンドというか、中国でも「伝統
服を着ましょう」という動きが大きくなっています。
日常着のように着ることもあって、中国国内だけで
はなく、海外に観光に行ったときも中国の伝統服を
着る人が、どんどん増えてきています。
وࢤ　あれはやはり習近平がやっているようなナ
ショナルな感情と関係していて、唐というのは自分
らのオリジナルな汎ダイナスティですよね。それが
ものすごくあると思います。やはり旗袍などは満洲
族という異民族の服なので、そういうふうにどんど
んナショナルな文化が出てくる。これからどんどん
唐服ブームが出てくると思います。それで中国をア
ピールする。
৿ཧܙ　２－４のグラフの和裁学校の課程数という
のは、文部省の統計ですか。
খܗ　文部省の『学校基本調査』です。この当時換算
していたのは、学校数ではなくて課程数なのです。当
時は「和洋裁」というのがカテゴリーとしてまず一つ
あり、それとはまた別に「和裁」と「洋裁」という区分
になっています。
৿　学校の種類については、あらゆる学校の種類が
入っているということですか。専門学校も短期大学
も？
খܗ　専門学校ですね。ですから、まちのよくある着
物教室みたいなものは入っていないと思われます。
ޙ౻　１点だけ、ご報告のタイトルについて、「衣服
をめぐる人間との関係」というのは、何と何の関係な
のでしょうか。
খܗ　私のなかでは、まずは作る対象としての衣服
というものがあって、現在ではもうほとんど作るも
のではなくなっている。その後、衣服は買えば良いと
いう時代で来たけれども、だんだんそれが借りると
いう状況になっているときに、その借りる衣服と人
間との関係というのは、どういう状況なのかなとい
うことを問題にしています。ですから、壮大なタイト
ルだなとは思いますが、そこから考えることができ
ないかと思っています。
　一つの仮説ですが、贈与という、たとえば母が無償
の愛で作ってくれる服みたいなものはほとんど姿を
消しているわけです。また、服を購入して、自分のク
ローゼットのなかで物語として蒐集するという時代
もなくなりつつある。そうしたときに、私たちはいっ
たい衣服とどう向き合ったら良いのかということで
す。先ほど申し上げたように、１週間のコーディネー
トが段ボールでボンと送られてきて、それを着て返
すという行為が当たり前の日常になったときに、私
たち人間がどのような新たな地平に立っているのか
ということを考えていきたいと思っています。
